
平成２３年度一般会計当初予算説明資料
４款 衛生費

１項 公衆衛生費 健康政策課（内線：７２０２）
８目 健康県づくり推進費 （単位：千円）

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年度 比 較 備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源
「健康づくり文化」 （雑入）
創造事業 15,265 7,390 7,875 1,226 24 14,015
トータルコスト 38,430千円（前年度 51,764千円）［正職員：2.9人 非常勤職員：2.0人］
主な業務内容 健康づくり応援施設等支援、推進体制整備等
工程表の政策目標(指標) メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の減（平成２０年度を基準年とし

て、５年以内に１０％減）
事業内容の説明

１ 事業の目的・概要
県民一人ひとりが健康づくりの大切さを認識し、日常的に、地域全体で良い生活習慣を実践しよ

うという機運を盛り上げるとともに、それぞれが支え合う環境をつくり、世代を超えて受け継がれ

ていく「健康づくり文化」の創造へつなげる。

２ 主な事業内容 （単位：千円）
区 分 事 業 内 容 予算額

「健康づくり文化」 「健康づくり文化」の県民への定着と、本県の健康づくり文化創造 6,842
推進事業【新規】 施策を広くＰＲしていくため、福祉イベントやウォーキング大会など

のイベント会場を利用し、広報・啓発活動を展開する。

■『とっとり健康づくり大使』の認定
佐々木えるざさん（想定）を大使に認定し、様々なイベントでの

啓発活動を実施するとともに、年間を通じて、「健康づくり文化」
を浸透させる取組を展開する。

糖尿病疾病管理強 受療中の患者に対する適切な療養指導を行うことにより、糖尿病の 1,156

化事業【新規】 発症後の重症化や合併症の予防を行うため、糖尿病関係団体による連
絡協議会等を開催し、診療連携体制を構築する。

・鳥取県糖尿病対策推進会議の開催

・かかりつけ医を対象とした研修会の開催
・県民を対象とした各種啓発活動の実施

健康づくり応援施 健康づくり（運動・食事・禁煙）に積極的に取り組む施設・個人等 443
設(団)支援事業 を「健康づくり応援施設（団）」に認定し、地域の健康づくりに協働

して取り組んでいただき、県民の健康づくりの環境整備を推進する。
・健康づくり応援施設(団)の認定
・応援施設による健康づくりに関する情報発信

健康づくり文化 《「健康づくり文化創造推進県民会議」の運営》（1,297千円） 6,824

創造事業の推進 県民の健康づくりに関わる関係団体の代表者等により「健康づく

体制整備 り文化創造プラン」推進のための具体的な施策について検討・推進
(その他の事務費) する会議を開催する。

・県民会議を核として、「健康づくり文化」を創造する県民運動の

先導役として、県民の健康づくりを推進。
・食、運動、心と体の各テーマごとに、専門会議を開催。
・「健康づくり文化創造プラン」の終期が H ２４年度であるため、

プラン検討の専門会議を設け、見直しの作業を行っていく。
《その他の事務費》（5,527千円）

合 計 15,265

３ これまでの取組状況、改善点
平成２０年度に、生活習慣病予防対策の重点化に対応させるよう「健康づくり文化創造プラン」

を策定。
「健康づくり文化創造推進県民会議」を立ち上げ、連携を取りながら健康づくりの取組みを行

っているが、「健康づくり文化」という言葉が県民の意識の中に十分に定着していないことから、
日常的な健康づくりを推進していくとともに、「健康づくり文化創造プラン」のＰＲに努めていく。

さらに、本県では、糖尿病治療を協力的に行うかかりつけ医が十分に周知されていなかったり、
かかりつけ医から専門医や管理栄養士等につなぐ連携体制が不十分な面があるため、糖尿病疾病管
理強化事業として糖尿病対策にも力を入れて取り組んでいく。


